
令和７年５月１６日 

公益社団法人福岡県建築士会 

 会員の皆様 

 

公益社団法人福岡県建築士会 

会長 鮎川 透 

 

 

公益社団法人福岡県建築士会 令和７年度定時総会開催について（通知） 

 

 

平素より、当建築士会の活動に対して、ご理解ご支援を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、当建築士会においては、昨年の定時総会において、昨年秋からの郵便切手値上げ

等今般の社会情勢に合わせて、総会の開催通知に際して電磁的方法を活用するために定款

を変更致しました。これによりまして、今回の定時総会の開催通知については、インター

ネット等を利用して周知することとしておりますので、何卒ご了承下さいますようお願い

致します。 

つきましては、公益社団法人福岡県建築士会の令和７年度定時総会を下記のとおり開催

します。 

総会への出欠、委任状、議決権行使書については、ホームページ内の Google フォーム

（（（公社）福岡県建築士会定時総会（参加等登録）に６月１日（日）までにご入力下さいま

すようお願い致します。 

 

記 

 

公益社団法人福岡県建築士会 令和７年度定時総会 

 

日時 令和７年６月７日（土）１４：００より受付 

記念事業 １５：００～１５：３０ 

※「建築士の集い」福岡大会（6/21）での地域実践活動発表を予定 

    総会   １５：４５～１７：００ 

    懇親会  １７：３０～１９：００（会費３千円） 

 

会場 松柏園ホテル 北九州市小倉北区上富野４－１－２５（別紙） 

   （Tel:093-511-0184） 

 

送迎バス 

 ＪＲ小倉駅北口の大型バス専用駐車場（別紙、北口を出て左前方）から出発し

ますのでご利用下さい。（１３：５０発、１４：２０発） 

 

※会員の皆様へのお願い 

メールアドレス未登録の方並びにメールアドレスをご登録されている方で当建築

士会からメールマガジン「メッセ」や一斉メールが届いていない方は、ホームペー

ジにある Google フォーム（（公社）福岡県建築士会（会員情報登録）にご入力下さ

い。 

 

建築士会ホームページ 

https://fkenchikushi.xsrv.jp/teiji_sokai/ 



総会 15:45～17:00 

 

１．開会の辞 

２．会長挨拶 

３．決議事項 

第１号議案 令和６年度収支決算承認の件 

第２号議案 名誉会員承認の件 

４．報告事項 

（１）令和６年度事業報告書の件 

（２）令和７年度事業計画書、収支予算書並びに資金調達及び設備投資の

見込みを記載した書類の件 

（３）持続的運営特別委員会提言の実現に向けた行動計画の件 

５．会員表彰 

６．閉会の辞 

 

懇親会 17:30～19:00 

（会費３千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】公益社団法人 福岡県建築士会 事務局 

TEL:092-441-1867  FAX:092-481-2355 

E-mail:shikaifu1@arion.ocn.ne.jp 



 

 

 

 

（大型バス専用駐車場） 



決議事項 

第１号議案 令和６年度収支決算承認の件 
  

・定款第 14 条第 4号の規定に基づき総会の承認を求めるもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総会参考資料 
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第２号議案 名誉会員承認の件 
 

 ・規則第 23条第 2項の規定に基づき総会の承認を求めるもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人 福岡県建築士会規則（抜粋） 

（名誉会員） 

第２３条 定款第６条第２号の名誉会員は、年齢７５歳以上とし、下記による。 

（１）役員として通算１６年以上その職務を務めた者 

（２）会長として通算６年以上その職務を務めた者 

（３）会員として通算４０年以上の在籍者 

（４）その他本会に対し貢献度が著しい者 

２ 名誉会員の決定は、内容を正副会長会が審査し、理事会で審議の上、総会の承認を得

る。 
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報告事項 

１．令和６年度事業報告の件 

 

〇重点目標の実行状況 

１． 建築士としての社会的地位の向上を目指した。 

① 建築士の役割について広報の充実を図った。 

② 7月 1日の「建築士の日」の事業を全国一斉に開催する事により、建築士・建築士会を県民

に PRした。 

③ 継続能力開発（CPD）制度及び専攻建築士制度の社会的活動を推進した。 

２．改正建築物省エネ法及び改正建築基準法の円滑な施行へ協力した。 

・法の円滑な施行に向けて、講習会の開催、ホームページ等での周知を行った。また、省エネ法

における「福岡県版気候風土適応住宅」の運用基準について、県との協働により策定を進め

た。 

３．地域に根差したまちづくり、建築物の脱炭素化の取り組みを推進した。  

・公益目的事業を積極的に推進した。 

４．建築物木材利用促進協定に基づく木造建築物設計・施工に係る人材育成等を推進した。 

・建築士会、木材組合連合会、森林組合連合会と福岡県の間で「福岡県産木材の利用拡大に関す

る建築物木材利用促進協定」を締結 

・福岡県農林水産部林業振興課より委託された「中大規模木造建築物技術者講座」を著名な講師

を招き計５回開催して３４名の建築士が受講した。 

５．建築士試験の実施及び改正建築士法に基づく建築士免許登録を円滑に推進した。 

・一級建築士、二級建築士及び木造建築士試験について、学科試験を２回及び設計製図の試験を

２回実施した。建築士免許登録については、二級建築士実務審査委員会等を開催した。 

６．会員増強を協力に推進した。  

①会員としてのメリットを追求し、サポート体制を構築した。 

②上記のＰＲを行うことにより新規加入促進を図り、退会を希望する者への慰留に努めた。 

7．公益社団法人としての円滑な会の運営につとめた。  

①公益目的事業を積極的に推進した。 

②収益事業の見直し等により、財政の健全化を図った。 

③情報共有や予算見直し等の具体策により、地域会活動の活性化及び委員会との連携強化をより

一層推進した。 

④ＨＰやメールマガジン等有益な情報提供を行った。 

 ⑤広報・情報活動の積極的展開により会の運営を円滑に推進すると共に、情報通信技術を積極的

に活用したＷｅｂ会議、オンラインセミナー等の事業を推進した。 
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〇事業報告 

[公益目的事業１] 

建築士資格が社会的に認知されて社会に貢献でき、建築士としての資質向上が図られることを目

的とした「建築士試験、建築士登録、建築士名簿閲覧及び専攻建築士の認定等を行う事業」を実施

した。 

１．建築士試験の実施 

２．一級建築士登録申請受付及び名簿の閲覧  

３．二級・木造建築士登録申請受付及び名簿の閲覧 

４．専攻建築士の認定 

 

[公益目的事業２] 

建築士を含むすべての建築技術者の技術向上をはかり、その知識、技術等の情報を広く一般社会

に提供することを目的とした、「建築に関する専門知識習得の機会を提供する事業及び建築に関す

る情報を広く一般に提供する事業」に取り組んだ。 

１．ＣＰＤ制度による継続的能力開発協力支援 

２．建築士及び建築技術者のための研修、講習会、セミナーの開催 

  ・監理技術者講習 

  ・既存住宅状況調査技術者講習 

３．木造建築物の設計・施工に係る人材育成の推進 

  ・福岡県中大規模木造建築物技術者講座 

４．施設等見学会の開催 

５．九州ブロック研究集会「建築士の集い」みやざき大会（６月２２日開催）、全国女性建築士連

絡協議会「東京大会」（７月１４・１５日開催）、建築士会全国大会「鹿児島大会」（１０月２

４・２５日）に参加した。 

６．ホームページ、メールマガジン「メッセ」等により、情報を広く一般に提供 

７．建築に関する技術相談、住宅相談等による一般市民への支援 

 

[公益目的事業３] 

行政、市民団体が推進する景観・まちづくり活動に参加協力し、また支援すること。そして、そ

の活動をするための専門家を養成することを目的とした、「景観・まちづくり活動及び設計コンペ

等への協力支援をする事業」を行った。 

１．福岡・まちづくり活動支援センターによる地域貢献活動助成 

（１）九州産業大学松野尾研究室 「歴史的建造物を活かした地域活性化に関する調査研究」 

（２）西日本工業大学水野研究室 「関門地域の近現代建築を題材としたまちづくり活動」 

（３）福岡大学建築学科有志 「筑後吉井こどもまちづくりワークショップ」 

２．景観・まちづくり活動のための支援 

・福岡県ヘリテージマネジャー・ヘリテージサポーター第３期スキルアップ講習会 

３．福岡県美しいまちづくり建築賞への協力 

４．高校生の建築甲子園を通じた能力開発 

・有明工業高等専門学校、福岡工業高等学校から計６作品の応募があり、２作品を福岡県建築

士会奨励賞に選び、そのうちの１作品を全国選手権大会に推薦し入賞受賞 
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[収益事業１]  

「建築士定期講習及び建築士試験受験準備講習会を開催する事業」を行った。 

１．建築士のための定期講習の開催 

 

[収益事業２] 

「建築書籍の販売、広告情報の発信等及び各種調査業務等による収益事業」を行った。 

１．建築関連書籍等の販売 

２．広告情報等の配信 

３．各種調査業務の受託 

・官公庁、建築関係諸団体からの建築関連調査 

・台風、地震等の自然災害による建築被害、その他に関する調査 

・令和５年梅雨前線からの復旧を目的とした福岡県中小企業事業再建支援補助金に係る検査業

務 

 

[その他事業１]   

「会員の相互理解と親睦をはかる事業」を行った。 

１．会員の相互理解と親睦を増進 

２．地域会会員の親睦と地域に貢献する活動の実施 

３．会員増強への取組み 

４．応急危険度判定士の派遣などの災害支援 

・福岡県被災建築物応急危険度判定連絡訓練に参加した。 
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２．令和７年度事業計画書、収支予算書並びに資金調達及び

設備投資の見込みを記載した書類の件 

 

令和７年度 事業計画書 

  重点目標   

基本姿勢  

１．建築士としての誇りを再認識する。 

２．建築士としての権限と責任を明確にし、再確認する。 

３．建築士としての資質の維持・向上を図る。 

４．建築士として公益目的事業を推進し、社会的貢献を図る。 

重点目標 

１． 建築士の社会的地位の向上を目指す。            

①建築士の役割について広報の充実を図る。 

②７月１日の「建築士の日」の事業を開催することにより、建築士・建築士会を

県民にＰＲする。 

③九州ブロック研究集会「建築士の集い」福岡大会（６月２１日）を開催する。 

④継続能力開発（ＣＰＤ）制度及び専攻建築士制度の社会的活用を推進する。 

２． 改正建築物省エネ法及び改正建築基準法の円滑な施行へ協力する。 

３． 社会や地域に向けた活動を推進する。 

①地域に根差したまちづくりなど社会貢献活動を推進する。 

②建築物の脱炭素化の取り組みを推進する。 

③防災活動及び災害発生時の被災建築物応急危険度判定業務などの活動を推進す

る。 

４． 建築物木材利用促進協定に基づく木造建築物設計・施工に係る人材育成等を推進

する。 

５． 建築士試験の実施及び建築士法に基づく建築士免許登録を円滑に推進する。 

６． 会員増強を強力に推進する。 

①会員としてのメリットの充実及びサポート体制を構築する。 

②上記のＰＲにより、新規加入促進を図り、退会の抑制に努める。 

７． 公益社団法人としての円滑な会の運営につとめる。  

①公益目的事業を積極的に推進する。 

②収益事業の見直し等による財政の健全化を図る。 
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③情報共有や予算見直し等により、地域会活動の活性化及び委員会との連携強化

をより一層促進する。 

④ホームページやメールマガジン等により必要な情報提供を行う。 

⑤広報・情報活動の積極的展開により会の運営を円滑に推進するとともに、ＩＣ

Ｔを積極的に活用したＷＥＢ会議、オンラインセミナー等の事業を推進する。 

 

  事業計画   

[公益目的事業１] 

建築士資格が社会的に認知されて社会に貢献でき、建築士としての資質向上が図ら

れることを目的とした、「建築士試験、建築士登録、建築士名簿閲覧及び専攻建築士の

認定等を行う事業」 

１．建築士試験の実施 

２．一級建築士登録申請受付及び名簿の閲覧  

３．二級・木造建築士登録及び名簿の閲覧 

４．専攻建築士制度業務 
 

[公益目的事業２] 

建築士を含むすべての建築技術者の技術向上を図り、その知識、技術等の情報を広

く一般社会に提供することを目的とした、「建築に関する専門知識習得の機会を提供

する事業及び建築に関する情報を広く一般に提供する事業」 

 

１．ＣＰＤ制度による継続的能力開発協力支援 

２．建築士及び建築技術者のための研修、講習会、セミナーの開催 

３．木造建築物の設計・施工に係る人材育成等の推進 

４．施設等見学会の開催 

５．九州ブロック研究集会「建築士の集い」福岡大会（６月２１日開催）、全国女性建

築士連絡協議会「山形大会」（７月１９・２０日開催）及び建築士会全国大会「大阪

大会」（９月１９日開催）への参加の推進 

６．ホームページ、メールマガジン「メッセ」等により、情報を広く一般に提供する

事業 

７．建築に関する技術相談、住宅相談等による一般市民への支援事業 
 

[公益目的事業３] 

行政、市民団体が推進する景観・まちづくり活動に参加協力し、また支援すること。

そして、その活動をするための専門家を養成することを目的とした、「景観・まちづく

り活動及び設計コンペ等への協力支援をする事業」 

 

１．福岡・まちづくり活動支援センターによる地域貢献活動助成事業  

２．景観・まちづくり活動のための支援事業 
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３．景観整備機構の指定を受け、景観法に定められた事業の実施  

４．福岡県美しいまちづくり建築賞への協力事業  

５．高校生の建築甲子園を通じた能力開発事業  
 

[収益事業１]  

「建築士定期講習及び建築士試験受験準備講習会を開催する事業」 

１．建築士のための定期講習の開催 

２．建築士試験受験準備講習会の開催 

 

[収益事業２] 

「建築書籍の販売、広告情報の発信及び各種調査業務等による収益事業」 

１．建築関連書籍の販売 

２．広告情報発信による収益事業 

３．各種調査業務の受託事業 

 

[その他事業１]   

「会員の相互理解と親睦をはかる事業」 

１．会員の相互理解と親睦を増進する事業 

２．地域会会員の親睦と地域に貢献する活動の実施 

３．会員増強を図る事業 
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資金調達及び設備投資の見込みを記載した書類  

（令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで） 

 

 

（１）資金調達の見込みについて 

   ○当期中における借入れの予定はない。 

 

 

（２）設備投資の見込みについて 

   ○当期中における重要な設備投資（除却又は売却を含む。）の予定はない。 
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会員表彰 
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    令和６年度 物故者の方々 

    令和６年度にお亡くなりになった方々は下記のとおりです。 

    謹んで心よりお悔やみ申し上げます。 

    石井 芳和 会員（北九州）、武内 勝彦 会員(北九州）、藤田 幸義 会員(直鞍）、 

    梅野 道夫 会員（飯塚）、江藤 紀夫 会員(飯塚）、石津 史郎 会員（福岡）、 

    金子 博樹 会員（福岡）、木林 達生 会員(福岡）、木村 忠徳 会員(福岡）、 

    合田 桂子 会員(福岡）、佐土原 洋 会員（福岡）、古川 博 会員(福岡）、 

    山根 博幸 会員(福岡）、吉岡 いづみ 会員(福岡）、吉田 伸二 会員(福岡）、 

     伊藤 利彦 会員（八女）、池松 隆人 会員（柳川） 

20


